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実 

態 

「学ぶ力」 

これまでの成果 課 題 

本校の児童は学習に対して意欲的であり、学校評価アンケート「学習への意欲」で

肯定的な回答をした児童は 90.6％と高い水準にある。この高い意欲を支える基盤

として、「タブレット活用」においても肯定的な回答が 83.5％と高い。ICT機器が児

童にとって学びを深めるための不可欠なツールとして日常的に定着してきた。 

学校評価アンケートの「学習の活用」において肯定的な回答が 43.5％と最も低く、

知識を実生活や他の場所で使いこなす「活用力」の育成に課題がある。「授業の理

解度」においても否定的な回答が 17.6％存在しており、学習意欲はありながらも理

解が追い付いていない層が散見されることから、ICTを有効に活用した個別最適な

学びによる支援を更に進め、理解の定着を図る必要がある。 

「学ぶ力」の基盤〈協働を通して磨く【相互承認の感度】の現状と課題 

札幌市の共通指標アンケートや学校評価アンケートから「友達との協力」「感謝の言葉」が定着し、互いを尊重し助け合う情緒的な相互承認が学びの土台として築かれて

いる。一方、「友達の良さの発見」「学習の活用」の否定的回答が多い。仲の良い協力に留まらず、他者の異なる視点を自分の思考を深める資源として承認し、新たな課題

解決に繋げる知的な相互承認が求められる。対話を通じ、互いの考えを磨き合う協働学習の実現が更なる学ぶ力の向上への課題である。 

「学ぶ力」の育成のために着目する資質・能力 

他者の多様な考えを自分を磨く資源として承認し、新たな価値創造に結び付ける「対話的活用力」 

取 

組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈本プログラムの実行に向けて〉 
 

 
 
 

AAR サイクルの視点で捉え直した 

課題探究的な学習の推進 

さっぽろっ子宣言「プラスのまほう」に基づく 

自治的な活動の充実 

  「課題探究的な学習の推進」のための取組 

 

◇「見通し」を共有し、友達の視点を取り入れる工夫 

◇ICTを活用した「試行錯誤」の可視化と共有 

◇「活用」の場面を意図的に設定したパフォーマンス課題 

◇相互承認を深める「対話のふり返り」の定着 

◇教師による「学びのプロセスの価値化」と価値付け 

 

      「自治的な活動の充実」のための取組 

      ◇各委員会が自分たちの活動に関連した学習で学んだことをどう

生活に活かしたかをポスターや放送で発表する等。 

      ◇「すずかけ活動（異学年交流）」の中で、上級生が下級生とともに

クイズを作ったり、共同作業をする過程で教え合ったりする場を

設定する等。 

      ◇代表委員会等で、児童アンケートの結果を共有し、改善策を話し

合うことで自分たちの学習を客観的に捉え、自治的に行動を改善

していく AARサイクルの構築等。 

 

〔学校全体〕 
◇「知識を使いこなすパフォーマンス
課題」を単元構成に位置付け、
ICTを日常的に活用する環境の
定着。 

 

〔一人一人の教職員〕 
◇単なる「協力」で終わらせず、友達
の意見によって自分の考えがどう
深まったかを実感できるふり返り
の実践。 

 

次年度へ 
◇「活用力」「友達の良さ発
見」の結果がどう変容したかを
AARサイクルで検証し、自治
的活動の改善に。 

 

◇「友達の考えをヒントに新しい答
えを作る」といった、全学級で知
的な相互承認を意識した取組。 

 


